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績

学　
　

歴

一
九
五
三
年
一
〇
月
一
一
日　

東
京
都
杉
並
区
に
生

一
九
七
二
年
三
月　

岩
手
県
立
盛
岡
第
一
高
等
学
校
卒
業

一
九
七
七
年
四
月　

東
北
大
学
工
学
部
を
へ
て
立
命
館
大
学
文
学
部
史
学
科
日
本
史
学
専
攻
編
入
学
（
三
回
生
）

一
九
七
九
年
三
月　

同
卒
業

一
九
七
九
年
四
月　

立
命
館
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
史
学
専
攻
日
本
史
専
修
博
士
課
程
前
期
課
程
入
学

一
九
八
一
年
三
月　

同
修
了
（
文
修
五
五
五
号
）

一
九
八
一
年
四
月　

同
博
士
課
程
後
期
課
程
入
学

一
九
八
四
年
三
月　

同
単
位
取
得
退
学

一
九
九
四
年
三
月　

立
命
館
大
学
よ
り
博
士
（
文
学
）
の
学
位
を
授
与
さ
れ
る
（
博
乙
一
五
四
号
）

職　
　

歴

一
九
八
一
年
四
月　

大
阪
市
立
汎
愛
高
等
学
校
非
常
勤
講
師
（
一
九
八
三
年
三
月
ま
で
）

一
九
八
三
年
四
月　

日
ノ
本
学
園
短
期
大
学
（
現
姫
路
日
ノ
本
短
期
大
学
）
専
任
講
師

一
九
八
八
年
四
月　

同
助
教
授

一
九
九
五
年
三
月　

同
退
職

こ
の
間
、
同
短
期
大
学
の
図
書
館
長
（
一
九
八
九
年
四
月
〜
一
九
九
二
年
三
月
、
一
九
九
四
年
四
月
〜
一
九
九
五
年
三
月
）、
学
生
部
長
（
一
九
九
二
年
四
月
〜
一
九
九
三
年
三

月
）
な
ど
を
歴
任

ま
た
、
立
命
館
大
学
、
大
阪
大
学
、
同
大
学
院
、
光
華
女
子
大
学
に
出
講

一
九
九
五
年
四
月　

立
命
館
大
学
文
学
部
日
本
史
学
専
攻
助
教
授

一
九
九
七
年
四
月　

  

同
教
授　

現
在
に
至
る 
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立
命
館
大
学
衣
笠
新
展
開
事
務
局
委
員
（
一
九
九
八
年
三
月
ま
で
）

一
九
九
八
年
四
月　

立
命
館
大
学
文
学
部
調
査
委
員
長
（
現
副
学
部
長
）（
一
九
九
九
年
三
月
ま
で
）

二
〇
〇
〇
年
二
月　

北
京
日
本
学
研
究
セ
ン
タ
ー
派
遣
教
授
（
中
国
、
二
〇
〇
〇
年
七
月
ま
で
）

二
〇
〇
〇
年
九
月　

立
命
館
大
学
文
学
部
改
革
委
員
長
（
二
〇
〇
四
年
三
月
ま
で
）

二
〇
〇
一
年
五
月　

立
命
館
大
学
新
世
紀
学
園
構
想
委
員
会
基
礎
会
議
委
員
長
（
二
〇
〇
二
年
三
月
ま
で
）

二
〇
〇
四
年
四
月　

立
命
館
大
学
文
学
部
教
学
担
当
副
学
部
長
（
二
〇
〇
六
年
三
月
ま
で
）

二
〇
〇
六
年
九
月　

東
西
大
学
校
客
員
教
授
（
韓
国
、
二
〇
〇
七
年
八
月
ま
で
）

二
〇
〇
九
年
九
月　

全
北
大
学
校
交
換
教
授
（
韓
国
、
一
ヶ
月
）

二
〇
一
〇
年
四
月　

  

立
命
館
大
学
文
学
部
長
・
学
校
法
人
立
命
館
理
事
（
二
〇
一
四
年
三
月
ま
で
） 

立
命
館
大
学
コ
リ
ア
研
究
セ
ン
タ
ー
長
（
二
〇
一
一
年
三
月
ま
で
）

二
〇
一
四
年
九
月　

高
麗
大
学
校
客
員
教
授
（
韓
国
、
二
〇
一
五
年
八
月
ま
で
）

二
〇
一
五
年
九
月　

立
命
館
大
学
史
資
料
セ
ン
タ
ー
長
（
二
〇
一
七
年
三
月
ま
で
）

二
〇
一
八
年
六
月　

全
州
大
学
校
Ｈ
Ｋ
＋
事
業
団
共
同
研
究
員
（
韓
国
）
現
在
に
至
る

こ
の
間
、
神
戸
市
外
国
語
大
学
、
筑
波
女
子
大
学
（
リ
レ
ー
講
義
）、
千
葉
大
学
（
リ
レ
ー
講
義
）、
大
阪
大
学
、
同
大
学
院
、
東
北
大
学
（
集
中
講
義
）、
同
大
学
院
（
集
中
講

義
）、
北
京
日
本
学
研
究
セ
ン
タ
ー
（
中
国
、
集
中
講
義
）
に
出
講

学
会
役
員

日
本
史
研
究
会
庶
務
委
員
、
同
編
集
委
員
、
日
本
思
想
史
学
会
評
議
員
（
現
）、
同
総
務
委
員
、
同
編
集
委
員
、
同
大
会
委
員
、
同
大
会
委
員
長
、
同
事
務
局
長
、「
宗
教
と
社

会
」
学
会
常
任
委
員
、
日
本
経
済
思
想
史
学
会
世
話
人
、
日
本
思
想
史
研
究
会
顧
問
（
現
）、
東
ア
ジ
ア
思
想
文
化
研
究
会
代
表
（
現
）、
東
ア
ジ
ア
宗
教
文
化
学
会
（
本
部
韓

国
）
副
会
長
な
ど
を
歴
任
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単　
　

著

『
幕
末
民
衆
思
想
の
研
究
―
幕
末
国
学
と
民
衆
宗
教
―
』
文
理
閣
、
一
九
九
二
年
四
月

『
思
想
史
の
十
九
世
紀
―
他
者
と
し
て
の
徳
川
日
本
―
』
ぺ
り
か
ん
社
、
一
九
九
九
年
五
月

『
増
補
改
訂
版　

幕
末
民
衆
思
想
の
研
究
―
幕
末
国
学
と
民
衆
宗
教
―
』
文
理
閣
、
二
〇
〇
五
年
五
月

『
自
他
認
識
の
思
想
史
―
日
本
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
生
成
と
東
ア
ジ
ア
―
』
有
志
舎
、
二
〇
〇
八
年
一
一
月

『
東
ア
ジ
ア
自
他
認
識
の
思
想
史
（
동
아
시
아 

자
타
인
식
의 

사
상
사
）』
論
衡
（
韓
国
）、
二
〇
〇
九
年
六
月

『
思
想
史
で
読
む
史
学
概
論
』
文
理
閣
、
二
〇
一
九
年
一
月

『
从
德
川
到
明
治
：
自
他
认
识
思
想
史
』
中
国
社
会
科
学
出
版
社
（
中
国
）、
二
〇
一
九
年
三
月
（
予
定
）

共
編
著
（
共
編
者
と
し
て
明
記
さ
れ
て
い
る
も
の
）

『「
日
本
型
」
社
会
論
の
射
程
―
「
帝
国
化
」
す
る
世
界
の
中
で
―
』
文
理
閣
、
二
〇
〇
五
年
三
月
（
大
平
祐
一
氏
と
共
編
）

『
留
学
生
の
た
め
の
日
本
事
情
入
門
』
文
理
閣
、
二
〇
〇
五
年
四
月
（
監
修
）

『
日
本
事
情
入
門
』
多
楽
園
（
韓
国
）、
二
〇
〇
八
年
三
月
（
金
津
日
出
美
氏
と
共
著
）

『 【
改
訂
版
】
留
学
生
の
た
め
の
日
本
事
情
入
門
』
文
理
閣
、
二
〇
一
七
年
四
月
（
金
津
日
出
美
氏
と
共
編
）

『
日
本
概
況
』
大
連
理
工
大
学
出
版
社
（
中
国
）、
二
〇
一
八
年
三
月
（
金
津
日
出
美
氏
と
共
著
）

『
東
ア
ジ
ア
・
遭
遇
す
る
知
と
日
本
』
文
理
閣
、
二
〇
一
九
年
三
月
（
予
定
）

共
著
・
雑
誌
論
文

「
序
説
国
学
思
想
史
研
究
の
課
題
」『
日
本
史
論
叢
』
八
号
、
日
本
史
論
叢
会
、
一
九
八
〇
年
四
月

「
幕
末
国
学
と
「
外
ツ
国
」」『
立
命
館
史
学
』
三
号
、
立
命
館
史
学
会
、
一
九
八
二
年
三
月

「
思
想
史
研
究
の
視
角
」『
日
本
思
想
史
研
究
会
会
報
』
二
号
、
日
本
思
想
史
研
究
会
、
一
九
八
二
年
一
〇
月
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「
復
古
神
道
と
民
衆
宗
教
」『
日
ノ
本
学
園
短
大
紀
要
』
一
一
号
、
日
ノ
本
学
園
短
大
（
現
姫
路
日
ノ
本
短
大
、
以
下
同
）、
一
九
八
三
年
一
二
月

「
民
衆
宗
教
に
お
け
る
神
信
仰
と
信
仰
共
同
体
」『
日
ノ
本
学
園
短
大
紀
要
』
一
二
号
、
日
ノ
本
学
園
短
大
、
一
九
八
四
年
一
二
月

「
生
田
萬
の
蹶
起
の
論
理
」『
日
ノ
本
学
園
短
大
紀
要
』
一
三
号
、
日
ノ
本
学
園
短
大
、
一
九
八
五
年
一
二
月

「
幕
末
国
学
の
転
回
と
大
国
学
」
山
尾
幸
久
編
『
歴
史
に
お
け
る
政
治
と
民
衆
』
所
収
、
日
本
史
論
叢
会
、
一
九
八
六
年
一
月

「
後
期
水
戸
学
の
思
想
史
的
考
察
に
向
け
て
」『
日
ノ
本
学
園
短
大
紀
要
』
一
四
号
、
日
ノ
本
学
園
短
大
、
一
九
八
六
年
一
二
月

「
近
代
天
皇
制
前
夜
に
お
け
る
神
秩
序
を
め
ぐ
る
相
剋
」
菅
孝
行
編
『
叢
論
日
本
天
皇
制
（
二
）
天
皇
制
の
理
論
と
歴
史
』
柘
植
書
房
、
一
九
八
七
年
九
月

「
明
治
維
新
と
津
和
野
国
学
」『
季
刊
文
化
財
』
六
〇
号
、
島
根
県
教
育
委
員
会
、
一
九
八
八
年
三
月

「
民
衆
宗
教
に
お
け
る
民
俗
的
蹉
跌
」
岩
井
忠
熊
編
『
近
代
日
本
社
会
と
天
皇
制
』
柏
書
房
、
一
九
八
八
年
五
月

「
復
古
神
道
と
民
俗
信
仰
に
つ
い
て
の
覚
書
」『
日
本
思
想
史
研
究
会
会
報
』
七
号
、
日
本
思
想
史
研
究
会
、
一
九
八
八
年
一
〇
月

「B
efor an

d A
fter X

day

」『
日
ノ
本
学
園
短
大
紀
要
』
一
七
号
、
日
ノ
本
学
園
短
大
、
一
九
九
〇
年
一
月

「
明
治
二
〇
年
代
の
民
衆
宗
教
」
馬
原
鉄
男
ほ
か
編
『
近
代
天
皇
制
国
家
の
社
会
統
合
』
文
理
閣
、
一
九
九
一
年
五
月

「
幕
末
国
学
の
転
回
と
鈴
木
雅
之
の
思
想
」『
立
命
館
文
学
』
五
二
一
号
、
立
命
館
大
学
人
文
学
会
、
一
九
九
一
年
六
月

「
幕
末
国
学
と
民
衆
宗
教
」『
日
本
思
想
史
学
』
二
四
号
、
日
本
思
想
史
学
会
、
一
九
九
二
年
九
月

「
明
治
初
年
の
国
学
者
の
神
秩
序
構
想
」
馬
原
鉄
男
ほ
か
編
『
天
皇
制
国
家
の
統
合
と
支
配
』
文
理
閣
、
一
九
九
二
年
一
一
月

「
幕
末
国
学
に
お
け
る
「
比
考
」
の
転
回
」『
立
命
館
大
学
人
文
研
紀
要
』
五
九
号
、
立
命
館
大
学
人
文
研
、
一
九
九
三
年
一
〇
月

「
金
光
教
の
神
観
念
と
そ
の
変
容
」『
日
ノ
本
学
園
短
大
紀
要
』
二
一
号
、
日
ノ
本
学
園
短
大
、
一
九
九
三
年
一
二
月

「
ア
ジ
ア
主
義
・
何
処
か
ら
何
処
へ
」
丸
山
圭
三
郎
ほ
か
編
『
岩
波
講
座
現
代
思
想
（
一
四
）
近
代
／
反
近
代
』
岩
波
書
店
、
一
九
九
四
年
四
月

「
幕
末
国
学
像
の
再
検
討
の
た
め
に
」『
日
本
思
想
史
学
』
二
六
号
、
日
本
思
想
史
学
会
、
一
九
九
四
年
九
月

「
幕
末
国
学
の
転
回
と
佐
藤
信
淵
の
思
想
」
衣
笠
安
喜
編
『
近
世
思
想
史
研
究
の
現
在
』
思
文
閣
出
版
、
一
九
九
五
年
四
月

「「
病
気
」
と
「
直
し
」
の
言
説
」『
江
戸
の
思
想
』
創
刊
号
、
ぺ
り
か
ん
社
、
一
九
九
五
年
六
月

「
幕
末
に
お
け
る
「
自
他
認
識
」」『
金
光
教
学
』
三
五
号
、
金
光
教
教
学
研
究
所
、
一
九
九
五
年
九
月

「「
華
夷
」
思
想
の
解
体
と
国
学
的
『
自
己
』
像
の
生
成
」『
江
戸
の
思
想
』
四
号
、
ぺ
り
か
ん
社
、
一
九
九
六
年
七
月

「
民
衆
宗
教
へ
の
眼
差
し
」『
歴
史
評
論
』
五
六
〇
号
、
歴
史
科
学
協
議
会
、
一
九
九
六
年
一
一
月

「
平
田
派
国
学
の
「
読
書
」
と
そ
の
言
説
」『
江
戸
の
思
想
』
五
号
、
ぺ
り
か
ん
社
、
一
九
九
六
年
一
一
月

「
雨
森
芳
洲
再
考
」『
立
命
館
文
学
』
五
五
一
号
、
立
命
館
大
学
人
文
学
会
、
一
九
九
七
年
一
二
月

「
教
派
神
道
の
成
立
」『
江
戸
の
思
想
』
七
号
、
ぺ
り
か
ん
社
、
一
九
九
七
年
一
二
月
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「
近
代
国
史
学
の
成
立
」『
江
戸
の
思
想
』
八
号
、
ぺ
り
か
ん
社
、
一
九
九
八
年
三
月

「
一
国
思
想
史
学
の
成
立
」
西
川
長
夫
ほ
か
編
『
世
紀
転
換
期
の
国
際
秩
序
と
国
民
文
化
の
形
成
』
柏
書
房
、
一
九
九
九
年
二
月

「「
他
者
」
と
し
て
の
民
衆
へ
」『
江
戸
の
思
想
』
一
〇
号
、
ぺ
り
か
ん
社
、
一
九
九
九
年
一
〇
月

「
宣
長
の
「
外
部
」」『
思
想
』
九
三
二
号
、
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
一
年
一
二
月

「
華
夷
思
想
の
解
体
と
自
他
認
識
の
変
容
」
島
薗
進
ほ
か
編
『
岩
波
講
座
近
代
日
本
の
文
化
史
（
二
）
コ
ス
モ
ロ
ジ
ー
の
「
近
世
」』
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
一
年
一
二
月

「
近
代
天
皇
制
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
思
想
過
程
」
安
丸
良
夫
ほ
か
編
『
岩
波
講
座
天
皇
と
王
権
を
考
え
る
（
四
）
宗
教
と
権
威
』
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
二
年
五
月

「
洋
学
思
想
史
の
一
考
察
」『
日
本
思
想
史
研
究
会
会
報
』
二
〇
号
、
日
本
思
想
史
研
究
会
、
二
〇
〇
三
年
一
月

「「
病
気
直
し
」
か
ら
「
教
説
の
時
代
」
へ
」『
環
』
一
三
号
、
藤
原
書
店
、
二
〇
〇
三
年
五
月

「
民
衆
宗
教
の
宗
教
化
・
神
道
化
過
程
」『
日
本
史
研
究
』
五
〇
〇
号
、
日
本
史
研
究
会
、
二
〇
〇
四
年
四
月

「
近
代
宗
教
制
度
の
暴
力
」
末
木
文
美
士
ほ
か
編
『
岩
波
講
座
宗
教
（
八
）
暴
力
』
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
四
年
九
月

「
近
代
に
お
け
る
〈
宗
教
化
〉
体
験
」
高
橋
文
博
ほ
か
編
『
近
代
日
本
の
成
立
』
ナ
カ
ニ
シ
ヤ
出
版
、
二
〇
〇
五
年
一
月

「
国
学
へ
の
ま
な
ざ
し
と
伝
統
の
「
創
造
」」『
歴
史
評
論
』
六
五
九
号
、
歴
史
科
学
協
議
会
、
二
〇
〇
五
年
三
月

「
近
世
（
朝
鮮
王
朝
後
期
・
徳
川
日
本
）
に
お
け
る
日
朝
自
他
認
識
の
転
回
」
大
平
祐
一
ほ
か
編
『「
日
本
型
社
会
」
論
の
射
程
』
文
理
閣
、
二
〇
〇
五
年
三
月

「
東
ア
ジ
ア
の
近
代
と
「
翻
訳
」」『
立
命
館
文
学
』
六
〇
五
号
、
立
命
館
大
学
人
文
学
会
、
二
〇
〇
八
年
三
月

「
国
家
神
道
論
と
い
う
言
説
」『
新
し
い
歴
史
学
の
た
め
に
』
二
六
九
号
、
京
都
民
科
歴
史
部
会
、
二
〇
〇
八
年
一
〇
月

「
植
民
地
朝
鮮
に
お
け
る
歴
史
書
編
纂
と
近
代
歴
史
学
」『
季
刊
日
本
思
想
史
』
七
六
号
（
責
任
編
集
）、
ぺ
り
か
ん
社
、
二
〇
一
〇
年
六
月

「
ト
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
と
い
う
視
座
」『
新
し
い
歴
史
学
の
た
め
に
』
二
七
七
号
、
京
都
民
科
歴
史
部
会
、
二
〇
一
〇
年
一
〇
月

「
明
清
王
朝
交
替
と
東
ア
ジ
ア
の
思
想
史
」『
東
ア
ジ
ア
の
思
想
と
文
化
』
四
号
、
東
ア
ジ
ア
思
想
文
化
研
究
会
、
二
〇
一
二
年
三
月

「「
近
世
帝
国
」
の
解
体
と
十
九
世
紀
前
半
期
の
思
想
動
向
」
田
尻
祐
一
郎
ほ
か
編
『
日
本
思
想
史
講
座
（
三
）
近
世
』
ぺ
り
か
ん
社
、
二
〇
一
二
年
一
二
月

「
宗
教
概
念
と
国
家
神
道
論
」
尹
海
東
ほ
か
編
『
植
民
地
朝
鮮
と
宗
教
』
三
元
社
、
二
〇
一
三
年
一
月

「
日
本
思
想
史
学
の
「
作
法
」
と
そ
の
臨
界
」
黒
住
真
ほ
か
編
『
岩
波
講
座
日
本
の
思
想
（
一
）「
日
本
」
と
日
本
思
想
』
岩
波
書
店
、
二
〇
一
三
年
四
月

「
姜
沆
と
藤
原
惺
窩
」
荒
野
泰
典
ほ
か
編
『
日
本
の
対
外
関
係
（
五
）
地
球
的
世
界
の
成
立
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
三
年
八
月

「Japan
ese N

ation
alism

 an
d E

ast A
sia

」 “Jou
rn

al of C
u

ltu
ral In

teraction
 in

 E
ast A

sia ”

五
号
、
東
ア
ジ
ア
文
化
交
渉
学
会
、
二
〇
一
四
年
三
月

「
迷
信
・
淫
祠
・
邪
教
」
林
淳
ほ
か
編
『
シ
リ
ー
ズ
日
本
人
と
宗
教
（
六
）
他
者
と
境
界
』
春
秋
社
、
二
〇
一
五
年
七
月

「
天
皇
制
の
過
去
と
現
在
」『
日
本
思
想
史
研
究
会
会
報
』
三
四
号
、
日
本
思
想
史
研
究
会
、
二
〇
一
八
年
三
月



一
〇

韓
国
・
中
国
・
台
湾
掲
載
論
文

「
幕
末
에
있
어
서
의 「
自
他
認
識
」」『
한
국
종
교
연
구
회
회
보
』
第
六
号
、
韓
国
宗
教
文
化
研
究
所
（
韓
国
）、
一
九
九
五
年
二
月

「
近
代
に
お
け
る
〈
宗
教
化
〉
体
験
」『
大
巡
思
想
論
叢
』
第
一
八
輯
、
大
真
大
学
校
附
設
大
巡
思
想
学
術
院
（
韓
国
）、
二
〇
〇
四
年
一
二
月

「
조
선
왕
조 

후
기
・
토
쿠
가
와 

일
본
의 

한
・
일 

자
타 

인
식
（
自
他
認
識
）
의 

전
회
（
転
回
）」『
日
本
近
代
学
研
究
』
第
一
〇
輯
、韓
国
日
本
近
代
学
会
（
韓
国
）、二
〇
〇
五
年
五
月

「
19
세
기
에 

있
어
서 
한
・
일 

사
상
사
의 

일
고
찰
」『
南
冥
学
研
究
』
第
一
九
輯
、
慶
尚
大
学
校
慶
南
文
化
研
究
院
南
冥
学
研
究
所
（
韓
国
）、
二
〇
〇
五
年
六
月

「
東
ア
ジ
ア
の
近
代
と
「
翻
訳
」」『
人
文
研
究
』
第
五
一
号
、
嶺
南
大
学
校
人
文
科
学
研
究
所
（
韓
国
）、
二
〇
〇
六
年
一
二
月

「
日
本
近
代
天
皇
制
と
「
民
衆
」」『
人
文
学
論
叢
』
第
一
二
集
二
号
、
慶
星
大
学
校
人
文
科
学
研
究
所
（
韓
国
）、
二
〇
〇
七
年
八
月

「
現
代
日
本
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
「
教
科
書
問
題
」」『
東
ア
ジ
ア
文
化
研
究
』
第
一
三
輯
、

園
大
学
校
ア
ジ
ア
文
化
研
究
所
（
韓
国
）、
二
〇
〇
七
年
一
一
月

「
姜
沆
の
日
本
観
」『
全
北
史
学
』
第
三
四
号
、
全
北
史
学
会
（
韓
国
）、
二
〇
〇
九
年
四
月

「
日
本
近
代
天
皇
制
と
民
衆
思
想
」『
人
間
と
文
化
研
究
』
第
一
五
号
、
東
義
大
学
校
人
文
社
会
研
究
所
（
韓
国
）、
二
〇
〇
九
年
一
二
月

「
植
民
地
朝
鮮
に
お
け
る
歴
史
編
纂
と
近
代
学
術
知
」『
日
語
日
文
学
』
第
四
七
輯
、
大
韓
日
語
日
文
学
会
（
韓
国
）、
二
〇
一
〇
年
八
月

「
跨
國
界
的
歴
史
與
東
亜
」『
台
湾
東
亜
文
明
研
究
学
刊
』
第
九
巻
第
一
期
、
国
立
台
湾
大
学
（
台
湾
）、
二
〇
一
二
年
六
月

「‚
근
세
제
국‘
의 

해
체
와 

19
세
기 

전
반
기
의 

사
상
동
향
」『
日
本
近
代
学
研
究
』
第
三
九
輯
、
韓
国
日
本
近
代
学
会
（
韓
国
）、
二
〇
一
三
年
二
月

「
跨
國
界
的
歴
史
與
東
亜
―
从
日
韓
思
想
史
的
視
域
思
考
」『
南
開
日
本
研
究
二
〇
一
二
』
南
開
大
学
日
本
研
究
院
（
中
国
）、
二
〇
一
三
年
四
月

「
종
교 

개
념
과 

국
가
신
도
론
― ‚
제
국=

식
민
지‘
를 

중
심
으
로
」
尹
海
東
ほ
か
編
『
종
교
와 

식
민
지 

근
대
』
책
과
함
께
（
韓
国
）、
二
〇
一
三
年
一
〇
月

「Japan
ese N

ation
alism

 an
d th

e C
on

cept of E
ast A

sia

」『H
allym

 A
cadem

y of S
cien

ces

』
二
、
翰
林
大
学
校
（
韓
国
）、
二
〇
一
三
年
一
二
月

「
現
代
日
本
国
民
主
義
与
教
科
書
問
題
」
張
憲
生
編
『
東
亜
近
世
歴
史
和
思
想
的
地
平
線
』
曁
南
大
学
出
版
社
（
中
国
）、
二
〇
一
四
年
七
月

「
東
亜
文
明
圏
中
的
日
本
思
想
、
日
本
儒
学
」『
深
圳
大
学
学
報
』
人
民
社
会
科
学
版
第
一
五
八
号
、
深
圳
大
学
（
中
国
）、
二
〇
一
六
年
三
月

「
東
亜
文
明
圏
中
的
日
本
思
想
、
日
本
儒
学
」
劉
岳
兵
編
『
日
本
儒
学
与
思
想
史
研
究
』
天
津
人
民
出
版
社
（
中
国
）、
二
〇
一
六
年
九
月

書　
　

評

庄
司
吉
之
助
『
近
世
民
衆
思
想
の
研
究
』『
日
本
史
研
究
』
二
一
三
号
、
日
本
史
研
究
会
、
一
九
八
〇
年
五
月
（
衣
笠
安
喜
氏
と
共
著
）

藤
谷
俊
雄
『
神
道
信
仰
と
民
衆
・
天
皇
制
』『
日
本
史
研
究
』
二
三
八
号
、
日
本
史
研
究
会
、
一
九
八
二
年
六
月

小
沢
浩
『
生
き
神
の
思
想
史
』『
日
本
史
研
究
』
三
三
五
号
、
日
本
史
研
究
会
、
一
九
九
〇
年
七
月



一
一

桂
島
宣
弘
教
授　

略
歴　

主
要
研
究
業
績

辻
本
雅
史
『
近
世
教
育
思
想
史
の
研
究
』『
史
林
』
七
三
―
五
号
、
京
都
大
学
史
学
研
究
会
、
一
九
九
〇
年
九
月
（
藤
本
雅
彦
氏
と
共
著
）

子
安
宣
邦
『「
事
件
」
と
し
て
の
徂
徠
学
』『
日
本
史
研
究
』
三
五
七
号
、
日
本
史
研
究
会
、
一
九
九
二
年
五
月

阪
本
是
丸
『
国
家
神
道
形
成
過
程
の
研
究
』『
思
想
』
八
四
一
号
、
岩
波
書
店
、
一
九
九
四
年
七
月

羽
賀
祥
二
『
明
治
維
新
と
宗
教
』『
立
命
館
文
学
』
五
四
五
号
、
立
命
館
大
学
人
文
学
会
、
一
九
九
六
年
六
月

安
丸
良
夫
『〈
方
法
〉
と
し
て
の
思
想
史
』『
日
本
思
想
史
学
』
三
〇
号
、
日
本
思
想
史
学
会
、
一
九
九
八
年
九
月

若
尾
政
希
『「
太
平
記
」
読
み
の
時
代
』『
図
書
新
聞
』
二
四
五
二
号
、
図
書
新
聞
社
、
一
九
九
九
年
九
月

張
憲
生
『
岡
熊
臣
』『
図
書
新
聞
』
二
六
〇
五
号
、
図
書
新
聞
社
、
二
〇
〇
二
年
一
一
月

磯
前
順
一
『
近
代
日
本
の
宗
教
言
説
と
そ
の
系
譜
』『
読
書
人
』
二
四
九
〇
号
、
読
書
人
、
二
〇
〇
三
年
六
月

（
新
刊
紹
介
）
衣
笠
安
喜
『
思
想
史
と
文
化
史
の
間
』『
立
命
館
史
学
』
二
六
号
、
立
命
館
史
学
会
、
二
〇
〇
五
年
一
一
月

宮
城
公
子
『
幕
末
期
の
思
想
と
習
俗
』『
日
本
思
想
史
研
究
会
会
報
』
二
三
号
、
日
本
思
想
史
研
究
会
、
二
〇
〇
五
年
一
二
月

ジ
ェ
ー
ム
ス
・
E
・
ケ
テ
ラ
ー
『
邪
教
・
殉
教
の
明
治
』『
読
書
人
』
二
六
六
一
号
、
読
書
人
、
二
〇
〇
六
年
一
〇
月

遠
藤
潤
『
平
田
国
学
と
近
世
社
会
』『
読
書
人
』
二
七
四
六
号
、
読
書
人
、
二
〇
〇
八
年
七
月

安
丸
良
夫
『
文
明
化
の
経
験
』『
南
山
宗
教
文
化
研
究
所
所
報
』
一
八
号
、
南
山
宗
教
文
化
研
究
所
、
二
〇
〇
八
年
九
月

藤
田
大
誠
『
近
代
国
学
の
研
究
』『
宗
教
研
究
』
三
六
〇
号
、
日
本
宗
教
学
会
、
二
〇
〇
九
年
六
月

樋
口
浩
造
『「
江
戸
」
の
批
判
的
系
譜
学
』『
日
本
思
想
史
学
』
四
一
号
、
日
本
思
想
史
学
会
、
二
〇
〇
九
年
一
〇
月

福
本
和
夫
『
日
本
ル
ネ
サ
ン
ス
史
論
』（『
著
作
集
』
第
九
巻
）『
読
書
人
』
二
八
二
五
号
、
読
書
人
、
二
〇
一
〇
年
二
月

安
丸
良
夫
・
磯
前
順
一
編
『
安
丸
思
想
史
へ
の
対
論
』『
読
書
人
』
二
八
四
七
号
、
読
書
人
、
二
〇
一
〇
年
七
月

尹
海
東
『
植
民
地
が
つ
く
っ
た
近
代
』『
新
し
い
歴
史
学
の
た
め
に
』
二
九
二
号
、
京
都
民
科
歴
史
部
会
、
二
〇
一
八
年
六
月

そ
の
他

「
史
料
紹
介　

岡
熊
臣
『
学
本
論
』」『
立
命
館
史
学
』
四
・
六
・
七
号
、
立
命
館
史
学
会
、
一
九
八
三
年
六
月
、
一
九
八
五
年
六
月
、
一
九
八
六
年
六
月

「
平
田
篤
胤
と
豪
農
層
」『
週
刊
朝
日
百
科
日
本
の
歴
史
』
九
一
号
、
朝
日
新
聞
社
、
一
九
八
八
年
一
月

「
幕
末
民
衆
宗
教
と
農
業
技
術
を
め
ぐ
る
言
説
」『
日
本
農
書
全
集
』
六
一
巻
「
月
報
」、
農
村
漁
村
文
化
協
会
、
一
九
八
四
年
二
月

「「
横
議
・
横
行
」
の
〈
場
〉
と
し
て
」『
日
本
経
済
思
想
史
研
究
会
会
報
』
五
号
、
日
本
経
済
思
想
史
研
究
会
、
一
九
九
五
年
三
月

「
一
九
九
九
年　

歴
史
学
の
現
在
」『
鴨
東
通
信
』
三
六
号
、
思
文
閣
出
版
、
一
九
九
九
年
一
二
月



一
二

「
北
京
通
信
第
一
報
〜
第
四
報
」『
部
落
』
七
月
号
〜
一
〇
月
号
、
部
落
問
題
研
究
所
、
二
〇
〇
〇
年
七
〜
一
〇
月

「
国
民
国
家
論
と
日
本
近
代
史
研
究
」『Q

U
E

S
T

』n
o.8

、
オ
ル
タ
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
Q
、
二
〇
〇
〇
年
七
月

「
北
京
で
「
民
族
」
に
つ
い
て
考
え
た
こ
と
」『
部
落
』
一
一
月
号
、
部
落
問
題
研
究
所
、
二
〇
〇
〇
年
一
一
月

「
子
安
宣
邦
『「
宣
長
問
題
」
と
は
何
か
』
の
解
説
」
ち
く
ま
学
芸
文
庫
、
二
〇
〇
〇
年
一
二
月

「
金
光
大
神
と
の
出
会
い
」『
府
連
だ
よ
り
』
二
五
号
、
金
光
教
大
阪
府
連
、
二
〇
〇
一
年
一
〇
月

「
歴
史
叙
述
と
「
教
科
書
問
題
」」『
立
命
館
土
曜
講
座
シ
リ
ー
ズ
』
一
一
号
、
立
命
館
大
学
人
文
研
、
二
〇
〇
一
年
一
二
月

「「
近
代
と
の
出
会
い
」
コ
メ
ン
ト
」
安
丸
良
夫
ほ
か
編
『
宗
教
か
ら
東
ア
ジ
ア
の
近
代
を
問
う
』
ぺ
り
か
ん
社
、
二
〇
〇
二
年
四
月

「
平
田
篤
胤
―
自
称
没
後
の
門
人
」『
国
文
学
解
釈
と
鑑
賞
』
六
七
―
九
号
、
至
文
堂
、
二
〇
〇
二
年
九
月

「
近
代
国
学
研
究
が
隠
蔽
し
て
き
た
も
の
」『
神
道
宗
教
』
一
八
六
号
、
神
道
宗
教
学
会
、
二
〇
〇
二
年
四
月

「
民
衆
宗
教
研
究
―
研
究
史
雑
考
」『
日
本
思
想
史
学
』
三
四
号
、
日
本
思
想
史
学
会
、
二
〇
〇
二
年
九
月

「
わ
が
〝
学
校
〞
金
光
教
教
学
研
究
所
」『
金
光
教
学
』
四
四
号
、
金
光
教
教
学
研
究
所
、
二
〇
〇
四
年
九
月

「
東
ア
ジ
ア
人
文
学
の
可
能
性
を
求
め
て
」『
ア
リ
ー
ナ
』
五
号
、
中
部
大
学
国
際
人
間
学
研
究
所
、
人
間
社
、
二
〇
〇
八
年
三
月

「
清
水
教
好
君
の
遺
稿
に
つ
い
て
」『
日
本
思
想
史
研
究
会
会
報
』
別
冊
、
日
本
思
想
史
研
究
会
、
二
〇
〇
八
年
二
月

「
福
本
和
夫
と
『
抜
け
参
り
の
研
究
』」『
福
本
和
夫
著
作
集
』
第
三
巻
「
月
報
」、
こ
ぶ
し
書
房
、
二
〇
〇
八
年
一
一
月

「
ア
ジ
ア
の
日
本
研
究

―
韓
国
・
中
国
を
中
心
に
」『
日
文
研
』
四
三
号
、
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
〇
九
年
九
月

「
近
世
京
都
の
学
問
」『
立
命
館
大
学
京
都
文
化
講
座
七　

京
の
公
家
と
武
家
』
白
川
書
院
、
二
〇
一
一
年
七
月

「「
領
土
問
題
」
を
超
え
る
地
平
を
求
め
て
」『
日
本
思
想
史
研
究
会
会
報
』
二
八
号
、
日
本
思
想
史
研
究
会
、
二
〇
一
一
年
八
月

「
逆
井
孝
仁
先
生
を
偲
ん
で
」『
日
本
経
済
思
想
史
研
究
』
一
四
号
、
日
本
経
済
思
想
史
学
会
、
二
〇
一
四
年
三
月

「
初
代
白
神
、
今
に
お
わ
せ
ば
」『
金
光
教
の
リ
バ
イ
バ
ル
へ
』
金
光
教
大
阪
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
一
六
年
四
月

「
国
訳
『
宗
教
ニ
関
ス
ル
雑
件
綴
』（
一
九
〇
六
―
一
九
〇
九
）
の
解
題
」
圓
光
大
学
校
宗
教
問
題
研
究
所
（
韓
国
）、
二
〇
一
六
年
九
月

「
絶
望
の
淵
か
ら
時
代
に
切
り
込
む
思
想
史

―
安
丸
良
夫
氏
を
偲
ん
で
」『
日
本
思
想
史
学
』
四
八
号
、
日
本
思
想
史
学
会
、
二
〇
一
六
年
一
〇
月

項
目
執
筆
し
た
辞
事
典
（
項
目
名
は
多
数
に
わ
た
る
た
め
省
略
、
出
版
月
は
複
数
に
ま
た
が
る
た
め
省
略
）

『
大
百
科
事
典
』
平
凡
社
、
一
九
八
二
年
、『
日
本
史
明
解
用
語
集
』（
共
著
）
河
合
出
版
、
一
九
九
二
年
、『
日
本
史
大
事
典
』
平
凡
社
、
一
九
九
二
年
、『
神
道
事
典
』
弘
文
堂
、

一
九
九
四
年
、『
日
本
歴
史
人
物
事
典
』
朝
日
新
聞
社
、
一
九
九
四
年
、『
日
本
史
広
辞
典
』
山
川
出
版
社
、
一
九
九
七
年
、『
日
本
歴
史
事
典
』
小
学
館
、
二
〇
〇
〇
〜
二
〇
〇
一
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年
、『
岩
波
哲
学
思
想
辞
典
』（
編
集
協
力
委
員
）
岩
波
書
店
、
一
九
九
八
年
、『
日
本
思
想
史
辞
典
』（
編
集
委
員
）
ぺ
り
か
ん
社
、
二
〇
〇
一
年
、『
日
本
思
想
史
辞
典
』
山
川
出

版
社
、
二
〇
〇
九
年
、『
日
本
思
想
史
事
典
』
東
京
堂
出
版
、
二
〇
一
三
年

追
悼
文
な
ど
（
上
記
以
外
）

馬
原
鉄
男
「
闘
う
立
命
館
史
学
と
馬
原
先
生
」『
回
想
の
馬
原
鉄
男
』
文
理
閣
、
一
九
九
三
年
七
月

家
根
祥
多
「
家
根
さ
ん
！
ま
た
議
論
し
ま
し
ょ
う
！
」『
ワ
イ
ン
と
マ
ッ
カ
リ
と

―
家
根
祥
多
さ
ん
追
悼
文
集
』
二
〇
〇
二
年
四
月

井
上
清
「
井
上
清
先
生
追
悼
文
」『
井
上
清
先
生
を
し
の
ぶ
会
』
二
〇
〇
二
年
九
月

衣
笠
安
喜
「
衣
笠
先
生
と
出
会
っ
た
と
き
の
こ
と
な
ど
」『
真
如
の
鐘

―
衣
笠
安
喜
先
生
を
偲
ん
で
』
二
〇
〇
三
年
一
月

掛
谷
宰
平
「「
あ
の
日
」
の
こ
と
な
ど
」『
掛
谷
宰
平
先
生
追
悼
文
集
』
二
〇
〇
四
年
一
月

清
水
教
好
「
清
水
教
好
君
を
悼
む
」『
日
本
思
想
史
研
究
会
会
報
』
二
五
号
、
日
本
思
想
史
研
究
会
、
二
〇
〇
七
年
一
二
月

同　
「
夢
の
ご
と
く
に
」『
古
書
店
主
の
ご
と
き
眼
光
で

―
清
水
教
好
君
追
悼
文
集
』
二
〇
〇
八
年
二
月

石
井
芙
桑
雄
「
石
井
芙
桑
雄
先
生
弔
辞
」『
立
命
館
文
学
』
六
二
〇
号
、
立
命
館
人
文
学
会
、
二
〇
一
一
年
二
月

な
お
、こ
の
ほ
か
「『
新
修
亀
岡
市
史　

本
文
編
（
二
）』
の
一
部
」「『
立
命
館
百
年
史
（
一
）』
の
一
部
」「『
季
刊
日
本
思
想
史
』『
日
本
思
想
史
研
究
会
会
報
』『
東
ア
ジ
ア
の

思
想
と
文
化
』『
立
命
館
文
学
』
の
序
文
類
」「
日
本
思
想
史
学
会
大
会
委
員
長
と
し
て
の
『
日
本
思
想
史
学
』
に
掲
載
さ
れ
た
大
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
趣
旨
説
明
文
」「『
日
本
歴
史
』

の
『
は
が
き
通
信
』」「『
ア
ソ
シ
エ
』
の
『
月
報
』」「『
川
西
市
生
涯
学
習
短
期
大
学
レ
フ
ネ
ッ
ク
だ
よ
り
』
へ
の
寄
稿
文
」「『
朝
日
新
聞
』
か
ら
の
依
頼
原
稿
」「『
金
光
新
聞
』
へ

の
寄
稿
文
」「『
全
北
大
新
聞
』（
韓
国
）
の
講
演
文
」「『
東
西
大
日
本
研
究
セ
ン
タ
ー
・
ニ
ュ
ー
ズ
レ
タ
ー
（
韓
国
）
へ
の
寄
稿
文
』「『
環
球
時
報
』（
中
国
）
の
講
演
文
」「
大
阪

大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
『
年
報
』
へ
の
外
部
評
価
文
」「
文
学
部
長
と
し
て
の
『
大
学
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
』『
日
経
ビ
ジ
ネ
ス
』
か
ら
の
依
頼
原
稿
」「
キ
ャ
ン
パ
ス
ア
ジ
ア
構
想
責

任
者
と
し
て
の
『
朝
日
新
聞
』
へ
の
寄
稿
文
」「
立
命
館
学
園
広
報
『
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｔ
Ａ
Ｓ
』
へ
の
寄
稿
文
」
な
ど
を
執
筆
し
た
が
、
詳
細
は
省
略
し
た
。

学
会
報
告
・
講
演

「
生
田
萬
の
思
想
に
つ
い
て
」
日
本
思
想
史
学
会
、
皇
學
館
大
学
、
一
九
八
〇
年
一
〇
月

「
幕
末
国
学
と
「
外
ツ
国
」」
立
命
館
史
学
会
、
立
命
館
大
学
、
一
九
八
一
年
一
一
月

「
大
国
隆
正
の
思
想
」
日
本
思
想
史
学
会
、
東
海
大
学
、
一
九
八
三
年
一
〇
月

「
民
衆
宗
教
に
お
け
る
生
活
倫
理
」
日
本
経
済
思
想
史
研
究
会
、
立
命
館
大
学
、
一
九
九
一
年
六
月



一
四

「
岡
熊
臣
と
津
和
野
国
学
」
大
阪
歴
史
学
会
、
関
西
学
院
大
学
、
一
九
九
一
年
六
月

「
幕
末
国
学
と
民
衆
宗
教
」
日
本
思
想
史
学
会
、
大
阪
大
学
、
一
九
九
一
年
一
〇
月

「
金
光
教
の
神
観
念
と
そ
の
変
容
」「
宗
教
と
社
会
」
学
会
、
明
治
大
学
、
一
九
九
三
年
六
月

「
幕
末
国
学
像
の
再
検
討
の
た
め
に
」
日
本
思
想
史
学
会
、
皇
學
館
大
学
、
一
九
九
三
年
一
一
月

「
幕
末
に
お
け
る
自
・
他
認
識
」
日
韓
宗
教
研
究
者
交
流
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
金
光
教
教
学
研
究
所
、
一
九
九
四
年
一
〇
月

「
近
世
民
衆
思
想
史
研
究
の
方
法
的
再
検
討
」
ア
ジ
ア
学
会
（
Ａ
Ａ
Ｓ
）、
ホ
ノ
ル
ル
（
ア
メ
リ
カ
）、
一
九
九
六
年
四
月

「
近
代
と
い
う
経
験
と
「
他
者
」
イ
メ
ー
ジ
」
日
韓
宗
教
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム
、
済
州
大
学
校
（
韓
国
）、
一
九
九
九
年
八
月

「
国
民
国
家
論
と
幕
末
国
学
研
究
」
ア
ジ
ア
・
北
ア
フ
リ
カ
研
究
学
会
（
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｎ
Ａ
Ｓ
）、
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
（
カ
ナ
ダ
）、
二
〇
〇
〇
年
九
月

「
北
京
で
「
日
本
学
」
に
つ
い
て
考
え
た
こ
と
」
立
命
館
史
学
会
、
立
命
館
大
学
、
二
〇
〇
〇
年
一
一
月

「
国
学
者
の
天
皇
儀
礼
の
構
想
」
日
韓
宗
教
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム
、
韓
国
精
神
文
化
研
究
院
（
韓
国
）、
二
〇
〇
一
年
八
月

「
国
学
研
究
の
課
題
」
神
道
宗
教
学
会
、
國
學
院
大
学
、
二
〇
〇
一
年
一
二
月

「
国
学
へ
の
ま
な
ざ
し
と
伝
統
の
創
造
」
歴
史
科
学
協
議
会
、
中
京
大
学
、
二
〇
〇
四
年
九
月

「
近
世
（
朝
鮮
王
朝
後
期
・
徳
川
日
本
）
に
お
け
る
日
朝
自
他
認
識
の
転
回
」（
招
請
講
演
）
韓
国
日
本
近
代
学
会
、
東
亜
大
学
校
（
韓
国
）、
二
〇
〇
四
年
一
一
月

「
近
代
社
会
形
成
期
日
本
に
お
け
る
「
病
気
直
し
」」
国
際
宗
教
学
宗
教
史
会
議
（
Ｉ
Ａ
Ｈ
Ｒ
）、
品
川
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
、
二
〇
〇
五
年
三
月

「
一
国
思
想
史
学
の
臨
界
点
」
日
本
地
域
研
究
会
、

慶
大
学
校
（
韓
国
）、
二
〇
〇
六
年
一
〇
月

「
日
本
人
の
価
値
観
と
い
う
問
い
」
韓
国
日
本
思
想
史
学
会
、

園
大
学
校
（
韓
国
）、
二
〇
〇
七
年
五
月

「
東
ア
ジ
ア
人
文
学
の
可
能
性
を
求
め
て
」（
基
調
講
演
）
日
韓
宗
教
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム
、
浅
口
市
金
光
公
民
館
、
二
〇
〇
七
年
八
月

「
国
家
神
道
論
と
い
う
言
説
」
京
都
民
科
歴
史
部
会
、
京
都
薬
科
大
学
、
二
〇
〇
七
年
一
一
月

「
植
民
地
朝
鮮
に
お
け
る
他
者
表
象
」（
長
志
珠
絵
・
金
津
日
出
美
・
高
吉
嬉
・
沈
煕
燦
と
共
同
パ
ネ
ル
報
告
）、
日
本
思
想
史
学
会
、
東
北
大
学
、
二
〇
〇
九
年
一
〇
月

「
一
九
世
紀
日
本
に
お
け
る
民
衆
宗
教
の
歴
史
的
意
義
」
仙
＆
道
教
国
際
学
会
、
高
麗
大
学
校
（
韓
国
）、
二
〇
〇
九
年
一
〇
月

「
如
来
教
関
係
史
料
と
幕
末
民
衆
思
想
」（
浅
野
美
和
子
・
神
田
秀
雄
・
林
淳
・
安
丸
良
夫
と
共
同
セ
ッ
シ
ョ
ン
報
告
）「
宗
教
と
社
会
」
学
会
、
立
命
館
大
学
、
二
〇
一
〇
年
六
月

「
植
民
地
朝
鮮
に
お
け
る
歴
史
書
編
纂
と
近
代
歴
史
学
」
韓
国
日
本
学
連
合
会
、
南
ソ
ウ
ル
大
学
校
（
韓
国
）、
二
〇
一
〇
年
七
月

「
明
清
王
朝
交
替
と
東
ア
ジ
ア
の
思
想
史
」
東
ア
ジ
ア
文
化
交
渉
学
会
、
高
麗
大
学
校
（
韓
国
）、
二
〇
一
二
年
五
月

「
ト
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
の
可
能
性
」
韓
国
日
本
思
想
史
学
会
、
淑
明
女
子
大
学
校
（
韓
国
）、
二
〇
一
二
年
七
月

「「
近
世
帝
国
」
の
解
体
と
徳
川
思
想
の
動
向
」（
基
調
講
演
）
韓
国
日
本
近
代
学
会
、
立
命
館
大
学
、
二
〇
一
二
年
一
一
月

「
日
本
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
東
ア
ジ
ア
」
東
ア
ジ
ア
文
化
交
渉
学
会
、
香
港
城
市
大
学
（
中
国
）、
二
〇
一
三
年
五
月
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「「
領
土
問
題
」
を
超
え
る
地
平
を
求
め
て
」（
基
調
講
演
）
韓
国
日
本
学
会
、
嘉
泉
大
学
校
（
韓
国
）、
二
〇
一
三
年
八
月

「
日
韓
関
係
と
歴
史
認
識
」
韓
国
日
語
日
文
学
会
、
韓
国
外
国
語
大
学
校
（
韓
国
）、
二
〇
一
四
年
一
〇
月

「
徳
川
日
本
に
お
け
る
「
国
境
」
の
認
識
過
程
」
韓
国
日
本
史
学
会
、
高
麗
大
学
校
（
韓
国
）、
二
〇
一
五
年
九
月

「
日
韓
関
係
の
現
状
を
ど
う
考
え
る
か
」（
基
調
講
演
）
大
韓
日
語
日
文
学
会
、
新
羅
大
学
校
（
韓
国
）、
二
〇
一
五
年
一
一
月

「「
近
世
帝
国
」
周
辺
部
徳
川
日
本
の
儒
学
・
朱
子
学
の
動
向
」
日
本
朱
子
学
的
伝
承
与
創
新
学
術
研
討
会
、
厦
門
大
学
（
中
国
）、
二
〇
一
八
年
六
月

上
記
は
い
ず
れ
も
大
会
報
告
で
あ
る
。
学
会
・
研
究
会
な
ど
の
例
会
報
告
は
多
岐
に
わ
た
る
た
め
省
略
し
た
。

大
学
・
研
究
機
関
で
の
報
告
・
講
演

「
近
代
天
皇
制
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
現
在
」
イ
ー
ス
タ
ン
大
学
（
ア
メ
リ
カ
）、
一
九
八
九
年
九
月

「
一
九
世
紀
の
民
衆
思
想
の
展
開
」
北
京
外
国
語
大
学
日
本
学
研
究
セ
ン
タ
ー
（
中
国
）、
二
〇
〇
〇
年
四
月

「
一
国
思
想
史
学
の
成
立
」
中
国
社
会
科
学
院
哲
学
研
究
院
（
中
国
）、
二
〇
〇
〇
年
六
月

「
日
本
現
代
史
と
教
科
書
問
題
」
東
西
大
学
校
大
学
院
日
本
地
域
研
究
科
（
韓
国
）、
二
〇
〇
三
年
一
月

「
一
九
世
紀
日
韓
思
想
史
の
一
考
察
」
慶
尚
大
学
校
南
冥
学
研
究
所
（
韓
国
）、
二
〇
〇
五
年
四
月

「
教
科
書
問
題
と
歴
史
家
の
責
務
」
広
東
外
語
外
貿
大
学
（
中
国
）、
二
〇
〇
五
年
一
一
月

「
一
国
思
想
史
学
の
成
立
」
東
西
大
学
校
日
本
研
究
セ
ン
タ
ー
（
韓
国
）、
二
〇
〇
六
年
九
月

「
東
ア
ジ
ア
の
近
代
と
翻
訳
」
嶺
南
大
学
校
人
文
科
学
研
究
所
（
韓
国
）、
二
〇
〇
六
年
一
二
月

「
近
代
日
本
の
ア
ジ
ア
主
義
者
の
自
他
認
識
」
啓
明
大
学
校
日
本
学
科
（
韓
国
）、
二
〇
〇
七
年
三
月

「
民
衆
宗
教
史
研
究
の
メ
タ
ヒ
ス
ト
リ
ー
」
ソ
ウ
ル
大
学
校
韓
国
宗
教
文
化
研
究
所
（
韓
国
）、
二
〇
〇
七
年
四
月

「
現
代
日
本
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
教
科
書
問
題
」

園
大
学
校
亜
細
亜
文
化
研
究
所
（
韓
国
）、
二
〇
〇
七
年
五
月

「
近
代
日
本
天
皇
制
と
民
衆
」
慶
星
大
学
校
人
文
科
学
研
究
所
（
韓
国
）、
二
〇
〇
七
年
五
月

「
一
国
思
想
史
学
の
成
立
」
全
北
大
学
校
韓
国
史
学
科
（
韓
国
）、
二
〇
〇
七
年
六
月

「
宗
教
概
念
と
近
代
宗
教
」
韓
国
学
中
央
研
究
院
（
韓
国
）、
二
〇
〇
七
年
六
月

「
日
本
の
国
学
―
国
学
へ
の
ま
な
ざ
し
と
「
伝
統
」
の
創
造
」
大
連
大
学
（
中
国
）、
二
〇
〇
七
年
一
〇
月

「
安
丸
良
夫
『
文
明
化
の
経
験
』
を
読
む
」
南
山
大
学
宗
教
文
化
研
究
所
、
二
〇
〇
八
年
一
月

「
ア
ジ
ア
の
日
本
研
究
」
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
〇
八
年
一
〇
月
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「
一
八
〜
一
九
世
紀
の
日
韓
相
互
認
識
の
転
回
」
高
麗
大
学
校
日
本
研
究
セ
ン
タ
ー
（
韓
国
）、
二
〇
〇
九
年
六
月

「
現
代
日
本
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
教
科
書
問
題
」
全
北
大
学
校
韓
国
史
学
科
（
韓
国
）、
二
〇
〇
九
年
九
月

「
民
衆
宗
教
の
死
生
観
と
近
代
仏
教
」
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
一
〇
年
一
一
月

「
ト
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
と
東
ア
ジ
ア
」
国
立
台
湾
大
学
人
文
社
会
高
等
研
究
院
（
台
湾
）、
二
〇
一
一
年
八
月

「
ト
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
と
東
ア
ジ
ア
」
南
開
大
学
日
本
研
究
院
（
中
国
）、
二
〇
一
一
年
一
〇
月

「
明
清
王
朝
交
替
と
東
ア
ジ
ア
の
思
想
史
」
立
命
館
大
学
（
台
湾
大
学
文
学
院
・
立
命
館
大
学
文
学
部
学
術
交
流
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
）、
二
〇
一
二
年
三
月

「
ト
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
の
可
能
性
」
内
蒙
古
大
学
外
国
語
学
院
（
中
国
）、
二
〇
一
二
年
八
月

「
東
ア
ジ
ア
「
近
世
帝
国
」
の
民
衆
思
想
の
動
向
」
南
開
大
学
日
本
研
究
院
（
次
世
代
学
術
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
中
国
））、
二
〇
一
三
年
三
月

「
日
本
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
東
ア
ジ
ア
概
念
」
翰
林
大
学
校
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
（
韓
国
）、
二
〇
一
三
年
六
月

「「
近
世
帝
国
」
の
解
体
と
一
九
世
紀
前
半
期
の
思
想
の
動
向
」
Ｕ
Ｂ
Ｃ
（
カ
ナ
ダ
）、
二
〇
一
三
年
八
月

「
日
本
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
東
ア
ジ
ア
」
曁
南
大
学
（
中
国
）、
二
〇
一
三
年
一
一
月

「
近
代
日
本
に
お
け
る
「
子
ど
も
の
発
見
」
と
東
ア
ジ
ア
」
嘉
泉
大
学
校
亜
細
亜
文
化
研
究
所
（
韓
国
）、
二
〇
一
四
年
九
月

「
前
近
代
の
日
韓
の
思
想
と
公
共
性
」
漢
陽
大
学
校
（
韓
国
）、
二
〇
一
四
年
一
一
月

「
ト
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
の
た
め
に
」
高
麗
大
学
校
日
本
研
究
セ
ン
タ
ー
（
韓
国
）、
二
〇
一
五
年
一
月

「「
近
世
公
共
空
間
」
の
解
体
と
幕
末
徳
川
思
想
の
動
向
」
立
命
館
大
学
（
二
〇
一
五
ソ
ウ
ル
・
京
都
東
ア
ジ
ア
次
世
代
国
際
学
術
大
会
）、
二
〇
一
五
年
一
月

「「
病
気
直
し
」
と
は
何
か
」
ソ
ウ
ル
大
学
校
韓
国
宗
教
文
化
研
究
所
（
韓
国
）、
二
〇
一
五
年
五
月

「
日
本
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
東
ア
ジ
ア
」
国
立
政
治
大
学
外
国
語
文
学
院
（
台
湾
）、
二
〇
一
五
年
五
月

「
東
ア
ジ
ア
文
明
圏
の
中
の
日
本
思
想
・
日
本
儒
学
」
南
開
大
学
日
本
研
究
院
（
中
国
）、
二
〇
一
五
年
七
月

「
近
代
日
本
の
ア
ジ
ア
主
義
」
高
麗
大
学
校
亜
細
亜
問
題
研
究
所
（
韓
国
）、
二
〇
一
五
年
八
月

「
日
中
関
係
の
現
状
と
私
」
哈
爾
濱
師
範
大
学
東
語
学
院
（
二
〇
一
五
東
北
ア
ジ
ア
歴
史
文
化
国
際
学
術
大
会
（
中
国
））、
二
〇
一
五
年
九
月

「
日
韓
関
係
の
現
状
と
私
」
高
麗
大
学
校
大
学
院
中
日
語
文
学
科
（
韓
国
）、
二
〇
一
五
年
九
月

「
現
代
日
本
の
歴
史
認
識
」
立
命
館
大
学
コ
リ
ア
研
究
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
一
五
年
一
二
月

「
近
世
帝
国
と
琉
球
王
朝
の
思
想
圏
」
高
麗
大
学
校
民
族
文
化
研
究
院
（
韓
国
）、
二
〇
一
六
年
二
月

「
近
代
学
術
と
植
民
地
主
義
」
漢
陽
大
学
校
比
較
歴
史
文
化
研
究
所
（
韓
国
）、
二
〇
一
六
年
三
月

「
天
皇
制
の
過
去
と
現
在
」
忠
北
大
学
校
大
学
院
哲
学
科
（
韓
国
）、
二
〇
一
七
年
一
〇
月

「「
近
世
帝
国
」
解
体
期
の
徳
川
思
想
」
曁
南
大
学
（
中
国
）、
二
〇
一
七
年
一
二
月
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桂
島
宣
弘
教
授　

略
歴　

主
要
研
究
業
績

「
近
代
歴
史
学
と
実
証
主
義
の
陥
穽
」
立
命
館
大
学
（
東
ア
ジ
ア
史
学
思
想
史
研
究
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
）、
二
〇
一
八
年
一
月

「
日
本
天
皇
制
の
過
去
と
現
在
」
高
麗
大
学
校
大
学
院
韓
国
史
学
科
（
韓
国
）、
二
〇
一
八
年
二
月

「
ト
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
と
い
う
視
角
」
全
州
大
学
校
韓
国
古
典
学
研
究
所
（
韓
国
）、
二
〇
一
八
年
三
月

講
座
・
教
育
機
関
で
の
講
演

「
明
治
維
新
と
津
和
野
国
学
」
島
根
県
津
和
野
文
化
財
講
座
、
一
九
八
七
年
一
一
月

「
中
江
藤
樹
と
雨
森
芳
洲
」
立
命
館
大
学
Ｂ
Ｋ
Ｃ
土
曜
講
座
、
一
九
九
五
年
一
二
月

「
幕
末
の
近
江
」
立
命
館
大
学
Ｂ
Ｋ
Ｃ
土
曜
講
座
、
一
九
九
六
年
一
月

「
石
門
心
学
と
民
衆
宗
教
」
心
学
明
誠
舎
セ
ミ
ナ
ー
、
一
九
九
六
年
二
月

「
伊
藤
仁
斎
の
「
仁
愛
」
の
思
想
と
京
都
町
衆
の
世
界
」
京
都
労
働
学
校
公
開
セ
ミ
ナ
ー
、
一
九
九
六
年
一
一
月

「
国
学
的
「
自
己
」
像
の
生
成
」
心
学
明
誠
舎
セ
ミ
ナ
ー
、
一
九
九
七
年
七
月

「
日
本
近
世
史
研
究
の
新
視
点
」
川
西
市
生
涯
教
育
短
期
大
学
、
一
九
九
九
年
一
〇
・
一
一
月

「「
近
世
の
民
衆
」
を
め
ぐ
っ
て
」
川
西
市
生
涯
教
育
短
期
大
学
、
二
〇
〇
〇
年
九
・
一
〇
月

「
華
夷
思
想
か
ら
考
え
る
―
江
戸
知
識
人
の
公
共
空
間
」
立
命
館
大
学
土
曜
講
座
、
二
〇
〇
〇
年
一
〇
月

「
循
環
す
る
時
間
―
徳
川
時
代
の
歴
史
認
識
」
阪
神
奈
大
学
生
涯
学
習
ネ
ッ
ト
、
二
〇
〇
〇
年
一
一
月

「
金
光
大
神
と
の
出
会
い
―
一
歴
史
学
徒
と
し
て
の
」
金
光
教
大
阪
フ
ォ
ー
ラ
ム
、
二
〇
〇
一
年
八
月

「
歴
史
叙
述
と
「
教
科
書
問
題
」」
立
命
館
大
学
土
曜
講
座
、
二
〇
〇
一
年
一
〇
月

「
幕
末
を
生
き
た
人
々
に
学
ぶ
」
川
西
市
生
涯
学
習
短
期
大
学
、
二
〇
〇
二
年
九
・
一
〇
月

「
日
本
型
と
い
う
言
説
―
日
本
思
想
史
学
の
現
場
か
ら
」
立
命
館
大
学
土
曜
講
座
、
二
〇
〇
三
年
一
一
月

「
幕
末
の
民
衆
に
学
ぶ
」
尼
崎
市
市
民
講
座
、
二
〇
〇
四
年
一
月

「
明
治
の
人
々
に
学
ぶ
」
川
西
市
生
涯
学
習
短
期
大
学
、
二
〇
〇
四
年
六
月

「
伊
藤
仁
斎
の
「
仁
愛
」
の
思
想
と
近
世
京
都
の
学
問
」
八
幡
市
立
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
〇
六
年
七
月

「
近
代
天
皇
制
と
民
衆
」
尼
崎
中
央
市
民
大
学
教
養
講
座
、
二
〇
〇
八
年
一
月

「
幕
末
京
都
の
知
識
人
た
ち
」
京
都
ア
ス
ニ
ー
・
ア
カ
デ
ミ
ー
、
二
〇
〇
九
年
三
月

「
思
想
史
研
究
と
の
出
会
い
」
大
学
生
協
京
都
奈
良
地
域
セ
ン
タ
ー
読
書
カ
フ
ェ
、
二
〇
〇
九
年
一
二
月
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「
近
世
京
都
の
学
問
と
伊
藤
仁
斎
」
京
都
・
大
阪
文
化
講
座
、
二
〇
一
〇
年
五
月

「
ト
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
の
可
能
性
」
北
海
道
高
等
学
校
日
本
史
教
育
研
究
会
、
二
〇
一
〇
年
八
月

「
近
世
の
学
問
都
市
京
都
」
京
都
・
大
阪
文
化
講
座
、
二
〇
一
二
年
七
月

「
初
代
白
神 
今
に
お
わ
せ
ば
」
金
光
教
祖
生
誕
二
〇
〇
年
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
二
〇
一
四
年
一
二
月

「
戦
前
立
命
館
史
概
観
」
立
命
館
大
学
土
曜
講
座
、
二
〇
一
五
年
一
〇
月

校
友
会
な
ど
で
の
講
演
は
省
略
し
た
。


